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産学コラボレーション検討委員会委員 

永森 達昌氏 

 

 新たな産学連携としてスタートしたＴｅｘ－Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎで最初のテーマとなったのがプリントです。私

はテキスタイルを専門に４０年も仕事をしてきましたが、テキスタイル科をもつ学校が少ないのが現状

です。もちろん、そうした中で学生が手作りでテキスタイルを製作するケースもありますが、産業界に

刺激を与えるようなインパクトがない。ここを解消して、若い感性をテキスタイルに反映させようという

のが、このプロモーションの狙いです。 

 今回は、エリア・キムとバーナード・ネヴィルの２人のプリント作品を展示しました。２人とも世界的に

優れたデザイナーですが、いまでも作品の輝きは薄れていません。あえて２人の作品を若い人たち

に見てもらいたい理由は、彼らの発想力が一番ですが、テキスタイルと最終製品の一体感、それに

微妙なデザインのニュアンスです。

 単に生地をデザインするのではなく、彼らの感性をフィルターにした時代性。ここから生まれるデザイン

は、使われる素材や色、デザインのどれもが奥深く、厚みを感じるプリント柄になっています。プリントは、

柄と素材、手法の相乗性がもたらすものですが、そこに時代を感受する感性が求められます。それによ

って平面なものが立体感のあるデザインになっていきます。 

 このあたりの考え方や物作りのありかたを、このプロモーションを通じて広めて生きたい、と思っていま

す。 

 これまでの「産学連携コーナー」を発展する形でスタートしたのが“産産学

学”というコラボレーション。日本発のテキスタイルを、より魅力あふれるも

のにするためにスタートした、新しい形の産学連携ですが、それについての

フォーラムが開かれました。 

 まず、新たな産学連携の仕組みについてコーディネーターを兼ねた竹内

 
 

1/5 ページJC NEWS

05/15/2007http://www.japancreation.com/2008ss/jcnews/vol2/index.html



氏は、次のように解説しています。 

 「従来の産学連携は、テキスタイル企業がつくった生地を学生が作品にす

る、というものでしたが、そうした産学連携に加えて、デザイナーと産地企

業、あるいはテキスタイルを学ぶ学生とアパレルを学ぶ学生とのコラボレー

ションを進めていく。それによって若いデザイナーや学生はテキスタイルの

理解力が深まり、テキスタイル企業にとっては新しい刺激が受けられる。そ

れによってテキスタイルの価値を高めていこう、というプロモーションです」 

 Ｔｅｘ－Ｐｒｏｍｏｔｉｏｎの第一弾がプリントのクリエーションですが、プリントを

学ぶ必要性について永森氏は、次のように語っています。 

 「最近のプリント柄を見ていると、グラフィックと加工処理に頼りすぎていて、柄に立体感や感性的ニュアンスが感じられない。それだけに、い

まこそ若い人たちにプリントの学んでもらいたい。今回の展示では、１９８０年代～９０年代後半のプリント・ファブリックを紹介していますが、こ

のとき一緒に仕事をした２人のデザイナーのクリエーションは、若い人たちが学ぶべき点が多い。 デザインワークにあたって、彼らは社会的な

“コト”から発想し、柄や素材に落とし込んでいく。日本では“モノ”から入っていくケースが多いが、プリントに限らずデザインの考え方も、このプ

ロモーションを通じて学んでもらいたい」 

 また、産地企業の立場から宮本氏は、日本のテキスタイル企業の方向性について、次のように語っています。 

 「日本のテキスタイルが優秀であることは、国際的に認知されています。現実に、海外の著名ブランドだけでなく、多くのブランドが日本のテ

キスタイルを使っているし、使いたがっている。ところが日本国内では、テキスタイルだけでなく、縫製や編立てなどの工場が激減しています。

当社では、イッセイ・ミヤケなどデザイナーとの取組みが続いていますが、この「取組み」が大切です。取組みには、お互いの協力関係が必要

ですが、それとともに継続も欠かせません。この協力と継続がコラボレーションの成果を大きくしていくわけで、日本のテキスタイルをグローバ

ル化していくには、優秀なテキスタイルと才能あるデザイナーのコラボレーションが必要です」 

 

 

 10日のJCフォーラム TOKYO FIBER ’07は、パネリストを前日とは代え

て、松下電器産業上席審議役(デザイン担当)の植松豊行氏、本田技術研

究所四輪開発センターデザイン開発室第1ブロッククリエイティブ・チーフデ

ザイナーの箕輪元明氏、ソニー・クリエイティブセンター・コンスーマープロダ

クツデザイングループ総括部長の市川和男氏を招いて行いました。 

 松下電器産業は今回、社内の若手デザイナー16人のコンペで、「自由に

なるカーペット」を作成しました。フェイクファーで電気カーペットに使われる

チュービングヒーターを覆った細長い暖房機器です。このまったく新しい暖

房機器は、「流通方法も新しいビジネスモデルを考えてみたい」と、植松氏

は抱負を述べられました。 

 本田技術研究所は自動車の外表皮を繊維で包んだモデルを展示しまし

た。会場で若い女性が一点ずつ抱きしめて「可愛い」と発言していたのが、

印象的だったそうです。自動車業界では2020年には、ガソリンの代わりに燃

料電池で走る時代が来ると予測されています。この変化は地球環境を何と

かしたいという生活者の想いが背景にあります。若い女性が「可愛い」とい

って喜んだ、その潜在的欲求を考えると、実際に商品化するためには安全

性やコストなど高いハードルがあるものの、実現の可能性は高いと発言さ

れていました。モデレーターの原研哉氏からは、外表皮の繊維に触媒で空

気を浄化する機能を付けられれば、自動車が走れば走るほど空気が浄化

 

2/5 ページJC NEWS

05/15/2007http://www.japancreation.com/2008ss/jcnews/vol2/index.html




